いう 話の なかには、 中 世紀 時代の 話 もで ました。 ある 

ひとり は、 あの 時代 は 今の 時代に くらべて は、 くらべ 

ものに ならない ほどよかった と 主張し ました。 じつ さ 

しほうさん じかん しゅうちょう 

い 司法 参事官の ク ナップ 氏な ど は、 この 主張に とて 

も 熱心で、 さっそく 主人役の 奥さん を 身方に つけて し 

まった ほどでした。 そうして この ふたり は氺ェ ー ルス 

テ ッ ドが 年報 誌上 に か いた 古 近代 論 の 、 現代び い きな 

説にたい して、 やかましい 攻撃 を はじめ かけた くらい 

です。 司法 参事官の 説に したがえば、 デン マルクの * 

* ハンス 王 時代と いえば、 人間 はじまって 以来、 いち 

ばん りっぱな、 幸福な 時代であった というの でした。 



* デン マルクの 名高い 物理学者 ( 一 七 七 七 

I 一八 五一)。 

** ヨハン 二世 (一四 八 一 I 一 五一 三)。 

選挙 侯 エルンスト • フォン. ザク センの む 

すめ クリスティ— ネ と婚。 ノル ウェイ -ス 

ェ ー デン王 を 兼ねた。 

さんぴ 

さて 会話 は、 こんな ことで、 賛否 こもごも 花が 咲い 

て、 あいだに 配達の 夕刊が とどいた ので、 ちょっと 話 

が とぎれた ぐらいの ことでした。 でも、 新聞に はべつ 

だんお もしろ いこと もありませんで したから、 話 は そ 

れ なり またつ づきました。 で、 わたしたち はちよ つと 



表の 控 間へ はいって みましょう。 そこに はがいとうと、 

つえと、 かさと、 くつの 上に はう わお いぐつ が， 1 足 置 

いて ありました。 みると ふたりの 婦人が 卓の まえに 

すわって いました。 ひとり はま だ 若い 婦人です が、 ひ 

とり は 年 をと つてい ました。 ちょっと みると、 お 客の 

びぼう じん 

なかのお 年よりの お嬢さん、 または 未亡人の 奥さんの 

お迎えに 来て、 待って いる 女中 かとお もうでしょう。 

でもよ くみる と、 ふたりとも、 ただの 女中な どで ない 

という こと はわ かりました。 それに はふたり ともき や 

しゃすぎ る 手 をして いました し、 ようすで も、 もの ご 

しで も、 りっぱす ぎてい ましたが、 着物の したて 方に 



しても、 ずいぶん かわって いました。 ほんとう は、 こ 

の ふた リは 妖女だった のです。 若い ほう は 幸福の 女神 

で こそありません が、 そのお そばづかえの その また 召 

使の ひとりで、 ちょいと したち いさな 幸福のお くり も 

の を はこぶ 役 をつ とめて いるので す。 年 をと つた ほう 

は、 だいぶ むずかしい 顔 をして いました。 これ は 心配 

どラど 1 つ 

の 妖女でした。 このほう はいつ も ごじしん 堂堂と、 ど 

こへ でも 乗り込んで いってし ごと をし ます。 すると、 

やはり それが いちばん うまくい くこと を 知つ てました _ 

ふたり はおた がいに、 きょうど こで なに をして 来た 

か 話し合って いました。 幸福の 女神のお そばづかえの 



れを 人間の なかま 〔# 「なかま」 は 底本で は 「なま か 匕 に 

やってくれ というの です。 そのう わお いぐつ に は ひと 

とく 

つの 徳 があって、 それ を はいた もの はたち まち、 だれ 

でも じぶんが いちばん 住んで みたい とおもう 時代な り 

場所な りへ、 はこんで 行って もらえて、 その 時代な り 

場所な リ について、 のぞんで いた ことが さっそく にか 

なう のです。 そういう わけで、 人間 もどう やら、 この 

世の中ながら 幸福に なれる のでし ようご 

ようじょ 

こういうと 心配の 妖女が、 

「いや、 お待ちな さいよ。 そのう わお いぐつ を はいた 

人 は、 きっとず いぶん ふしあわせになる でしよう よ。 



こんな ふうに 話しても、 話せば 話す ほど 船頭に はよ 

けい わから なくなりました。 

「どうもお まえた ちの * ボルン ホルムことば は、 さ つ 

ぱり わからん ぞご と、 参事官 はかん しゃく をお こして 

どなりつけました。 そして 背中 をむ けて どんどん ある 

き だしました。 

* バルテ イツ ク 海上の 島。 島の 方言が か 

わって いた。 

しかしい くら あるいても、 参事 は 橋 をみ つける こと 

はでき ませんで した。 らんかん らしい もの はまる であ 

りませんでした。 



そこで、 またも どって、 東 通の ほうへ あるき だし ま 

した。 そして ほとんど そこ を 通りぬ けようと したと き 

に、 たかだかと 月が のぼりました。 

「おや、 なんとお もって 足場み たいな もの を ここに 建 

てた の だ ご 

東門 をみ つけて、 参事官 はこう さけびました。 その 

ころ 東 通の はずれに、 門が あつたの です。 

とにかく、 出口 を さがして、 そこ を とおりぬけ ると 

今の 王立 新巿 場の ある 通へ でました。 けれど それ はた 

だの だ だつ 広い 草原でした。 二三 軒 みすぼらしい オラ 

き ノ J や 

ンダ 船の 船員のと まる 下宿の 木 小屋が、 そのむ こう 岸 



に 建って いて、 オランダ ッ原 ともよ ばれて いた 所です _ 

「おれ はしん きろう をみ ている のか 知らん。 それとも 

酔つ ばらって いるの じ やない か 知ら ご と、 参事 は 泣き 

声 を だしました。 「とにかく あり や あなんだ ご 

もうどうしても、 病気に かかって いるに ちがいない 

そうお もい 込んで、 また 引つ かえしました。 往来 をと 

ぼと ぼ あるき あるき、 なおよく そこらの 家の ようす を 

みると、 たいていの 家 は 木組の 小屋で、 なかには わら 

屋根の 家 も ありました。 

「いや、 どうも へんな 気分でしょう がない ご と、 参事 

官 はため 息をつきました。 「しかし おれ は、 ほんの 一 



くり 返しました。 その 言葉と 服装から、 おかみさん は、 

この 客 をて つきり 外国人 だとお もい 込みました。 で、 

気分の わるそう なよう す をみ ると、 さっそく 水 を 

ジョッキに 一杯 ついでも つて 来ました。 水 はなんだ か 

ふ き い ど 

しょっぱ いへんな 味が しました。 そのく せ 外の 噴 井戸 

から 汲んで 来たので す。 

参事官 は 両手で あたま をお さえて、 ふかいた めいき 

をつ きながら、 いまし 方 つづいて おこつ た 奇妙な こと 

を、 あれこれと おもいめぐらして いました。 

「それ はきょうの * 『ダ— ェン』 です かご と、 参事官 

は、 おかみ さんが もっていき かけた 大きな 紙 をみ て、 



ほんのお せじに ききました。 

* コ ペン ハ —ゲ ン 発行 の 夕刊 新聞。 一 八 〇 

五 I 四 三。 

お上さん は、 なに を 客が いうの だか わかりませんで 

したから、 だまって その 紙 を 渡しました。 それ はむか 

げんしょう 

し、 キヨ ルンの 町に あらわれた ふしぎな 空中 現象 を 

もくはんず リ 

かいた 一 枚の 木版 刷でした。 

「こり や なかなか 古い ご と 参事官 は、 あんがいな 掘リ 

出し もので、 おおきに 愉快に なりました。 

「おまえさん、 このめず らしい 刷 物 を どうして 手に入 

れ たの だね。 こり や なかなか おもしろ いもの だよ。 



した。 「つい だれでも 知っている はずの こと を ふた こ 

とみこと、 お話した だけです よご 

「けんそん は 美徳で ご とその 男 は ラテン語 まじりに 

いいました。 「〔#「「」 は 底本で は 欠落〕 もっともお 説に 

たいして、 わたくし は 異説 を さしはさむ もので ありま 

す。 しかしながら、 わたくしの 批判 はしば らく 保留い 

たしましょう ご 

「失礼ながら、 あなた は どなたです かご と、 参事官が 

たずねました。 

「わたくし は 聖書 得業士でして ご と、 その 男が 答え ま 

した。 



その 答で 参事官 は 十分でした。 その 人の 称号と 服装 

は それによ くつり あってい ました。 多分、 これ は 村の 

老 先生と いう やつに ちがいない。 よく ユラ ン (ュ ット 

ランド) 地方で みかける かわりもの だと 参事官 はお も 

いました。 

「ここ はいかに も 学者 清 談の郷 ではありません なごと、 

その 男 はつ づけて いいだしました。 「しかし どうか ま 

げて お話しく ださい。 あなた はむ ろん、 古書 はふ かく 

しよ-つりよ-つ 

ご 渉 獵 でしよう なご 

「はい、 はい、 それ はな ご と、 参事官 は 受けて、 「わ 

たし も 有益な 古書 を 読む こと は 大好きで すが、 とうせ 



つの 本 もずい ぶん 読みます。 ただ 困る の は 『その 日、 

その 日の 話』 という やつで、 わざわざ 本で よまないで 

も、 毎日の ことで 飽き飽き します よご 

「〔# 「「」 は 底本で は 「『匕 『その 日、 その 日の 話』 とい 

いますと ご と、 得業士 はふ しんそうに ききました。 

「いや、 わたしの いうの は、 このごろ はやる 新作の 小 

説の ことです よご 

「はは あご と、 得業士 は にっこりしながら、 「あれ も 

なかなか 気の きいた ものでして、 宮中で はず い ぶん 読 

まれて いますよ。 * 王様 はとり わけ、 ァ ー サ— 王と 

えんたく 

円卓の 騎士の 話 を 書いた、 ィ フヴェ ンとゴ —ディ アン 



の 物語 を 好いて いられます。 それで ご 家来の 人達と あ 

きょ う 

の 話 をして 興が つて いられます ご 

* デン マルクの 詩人 ホルベルの デン マルク 

国史 物語に、 ハンス 王が 寵臣の オット— 

ル— ドとァ —サ— 王 君臣の 交りに ついて と 

んち 問答した 話が かいて ある。 なお、 「そ 

の 日 その 日の 物語」 は、 文士 ハイ ベルの 母 

のかき のこした 身の上 話。 

「それ はま だ 読んで いません ご と、 参事官 はいい まし 

た。 「ハイ ベルが 出した 新刊の 本に ちがいありません 

ね ご 



「いや、 ハイ ベルではありません。 ゴッ トフ レト 

フォン ゲ— メンが 出した のです ご と、 学士 は 答え ま 

した。 

「へへ え、 その 人 は 作者です かご と、 参事官が たずね 

ました。 r ゴッ トフ レト フォン ゲ —メン といえば、 

すいぶん 古い 名 まえです ね。 あれ はなんでも、 ハンス 

王 時代、 デン マルクで 印刷業 を はじめた 人で はあり ま 

せんか ご 

「そうです とも。 この 国で は はじめての 印刷屋 さんで 

すよ ご と、 学士が 答えました。 

ここまで はどうに かう まくい きました。 こんど は 町 



人の ひとりが、 三年 まえ 流行した 伝染病の 話 をし だし 

ました。 ただ それ は 一 四 八 四 年の 話でした。 参事官 は 

それ を 一 八 三 〇 年代 はやった コレラの 話 をして いるの 

だと おもいました。 そこで 会話 は、 どうにか つじつま 

が あいました。 一四 九 〇 年の 海賊 戦争 もつ い 近頃の こ 

とでした から、 これ も 話題に のぼらずに いません でし 

た。 で、 イギリスの 海賊船が、 やはり 同じ 波止場 か 船 

をリ やくだつ していった、 とその 男 は 話しました。 と 

ころで、 * 一八 〇 一年の 事件 をよ く 知っている 参事官 

は、 進んで その 話に 調子 を あわせて、 イギリス 人に 攻 

撃 をし かけました。 これ だけ はまず よかった が、 その 



あとの 話 はそう うまくば つが あいませんでした。 ひと 

つ ひとつに 話が くいちがいました。 学士 先生 は 気の ど 

くな ほどな にも 知りませんでした。 参事官の ごく かる 

く 口にした ことまで が、 いかにも でたらめな、 気ち が 

いじみた 話に きこえました。 そうなる と、 ふたり はだ 

まって 顔ば かりみ あわせました。 いよいよ いけない と 

なると、 学士 はいくら か 相手に わからせる ことができ 

るかと おもって、 ラテン語で 話しました けれど、 いつ 

こう 役に は 立ちませんでした。 

* 一八 〇 一 年 四月 二 日英 艦の 攻撃 事件。 

「あなた、 ご 気分 はどうです ねごと、 おかみさん は い つ 



て、 参事官の そで を ひっぱりました。 

ここで はじめて、 参事官 はわれに かえりました。 話 

でむち ゆうにな つてい る あいだ は、 これまで のこと を 

いっさい 忘れて いたのです。 

「や あ、 たいへん、 わたし は どこに いるの だ ご と、 参 

事官 はいって、 それ をお もいだ したと たん、 くらくら 

となった ようでした。 

「さあ、 クラ レット を やろうよ。 蜜 酒に、 ブレ ー メ ン- 

ビ— ルだご と、 客の ひとりが さけびました。 

「どうです、 いっしょ にやり たまえ ご 

ふたりの 給仕の むすめが はいって 来ました。 その ひ 



とり は * 〔# 「*」 は 底本で は 欠落〕 ふた 色の 染 分け 帽子 

を かぶって 来ました。 ふたり はお 酒 をつ いで まわって、 

おじぎ をし ました。 参事官 は からだじゅう ぞ つ とさむ 

けがす るよう に おもいました。 

* ハンス 王 時代 下等な 酌 女の しるし。 

「や あ、 こり やなんだ。 こり やなんだ ご と、 参事官 は 

さけびました。 けれども、 いやで も いっしょに 飲まな 

ければ なりませんでした。 客 ども はごくた くみに この 

紳士 を あっかいました。 参事官 はがつ かりし きってい 

ました。 たれ か、 「あの 男 酔つ ばらって いるよ ごとい つ 

たもの がぁリ ましたが、 そのことば をう そだと おこる 



どころ ではありません。 どうぞ、 ド ロシュ ケ (辻 馬車) 

を 一台た のむ といった のが 精 いっぱいでした。 ところ 

がみん な は それ を ロシア語 でも 話して いるの かとお も 

いました。 

参事官 は、 これまで こんな 下等な 乱暴な なかまに は 

い つたこと はありませんでした。 

「これで はまる で、 デン マルクの 国が、 異教 国の 昔に 

かえった よう だ。 こんな おそろしい 目にあつ たこと は 

はじめて だぞご と、 参事官 は おもいました。 しかし そ 

のとき ふとお もい ついて、 参事官 はテ— ブルの 下に も 

ぐり こんで、 そこから 戸口の 所まで はい 出そうと しま 



た。 参事官 は 玄関の 戸に 足 をむ けて 腹ン ばいに なって 

いたのです。 すぐむ こうに は 町の 夜番が、 すわって 寝 

込んで いました。 

「や あたい へん、 おれ は 往来で 寝て、 夢 をみ ていたの 

かご と、 参事官 はさけ びました。 「なるほど、 これ は 

東 通 だ わい。 どうもな にかが、 かんかん あかるく つて、 

にぎやか だな。 それにして もい つ ぱいの ポンスの きき 

め はじつ にお そろし いご 

それから 二分の のち 参事官 は、 ゆうゆうと 辻 馬車の 

なかに すわって、 クリスティ アンス ハウ ンの じぶん 

の 家の ほうへ はこばれて 〔# 「はこばれて」 は 底本で は 



して、 夜番の たましい はする すると 中尉の からだと こ 

ころの なかへ 運んで 持って いかれました。 

そこで 夜番 は、 二階のへ やに はいって、 ちいさな ば 

ら 色の 紙 を 指の またに はさんで 持ちました。 それに は 

詩が、 中尉 君 自作の 詩が 書いて ありました。 それ は ど 

んな人 だって、 一生に いちど は 心の なか を 歌に うたい 

たい 気持になる おりが ある もので、 そういう とき、 お 

もった とおり を 紙に 書けば 〔# 「書けば」 は 底本で は 「書 

け は 匕、 詩になります。 そこで 紙に はこう 書いて あり 

ました。 



ぞん だのでした。 そこで、 そのお のぞみどおり、 夜番 

はまた 夜番に なって しまった のです。 

「いやな 夢だった ご と、 夜番 はいいました。 「が、 ず 

いぶん ばかばかしかった。 おれ はむ こう 二階の 中尉 さ 

ん になった ようにお もった が、 まるで 愉快で もなん で 

もなかった。 息の つまる ほど ほおずりしょう とまち か 

まえて いて くれる、 かみさん や こどもの いる こと を 忘 

れ てなる もの かご 

夜番 はまた すわって、 こく リ こくり やって いました- 

夢が まだ はっきり はなれずに いました。 うわお いぐつ 

はま だ 足に はまって いました。 そのと き 流れ星が ひと 



きかいす るの は、 同じ 町の なかで 知っている 同士が、 

いや もっと 近く、 ついお 隣 同士が 往 きかいす るのと 大 

してち がった ことではありません。 でも、 この 下界で 

は 心臓 を 電気に うたれ ると、 からだが はたらか なくな 

る 危険が あります。 ただこの 夜番の ように、 幸福のう 

わお いぐつ を はいている とき だけ は、 べつでした。 

なん 秒 かで、 夜番 は 五 万 二 千 マイルの 道 をい つて、 

月の 世界までと びました。 それ は、 地の 上の 世界と は 

ちがった、 ずっと 軽い 材料で できて いました。 そして 

いわば 降り だした ばかりの 雪の ように ふわ ふわして い 

ます。 夜番 は 例の * メ— ドレ ル 博士の 月世界 大地 図で、 



たまの 上の空に ぶら下がって いました。 

* ドイツの 天文学者 

夜番 は まもなく、 たくさんの 生き ものに であい まし 

た 〔# 「ました」 は 底本で は 「まし だ 匕。 それ はた ぶん 月 

の 世界の 「人間」 なので しょうが、 そのよう す はわた 

したち と はすつ かりちが つてい ました。 (** 偽 ヘル 

シェルが、 作り出した ものよりも、 ずっとた しかな 想 

像で こしらえられ ていて、 一列に ならばせて、 画に か 

いたら、 こり や あう つくし ぃァラ ビヤ 模様 だとい うで 

しょう。) この 人た ち もや はり 言葉 を 話し ましたが、 夜 

番の たましいに それが わかろうと は、 たれ だってお も 



わなかった でしよう。 (ところが それが、 わかった の 

だから ふしぎで すが、 人間の たましいに は、 おもいの 

外の 働きが あるので す。 そのび つくりす るよう な 芝居 

めいた 才能 は、 夢の 中で も はたらく とおりでしょう。 

そこで は 知合の たれかれが でて 来て、 いかにも その 気 

とくゆう 

性 を あらわした、 めいめい 特有の 声で 話します。 それ 

は 目が さめての ちまね ように もま ねられない ものです _ 

どうして たましい は、 もうなん 年 もお もいだ しもし ず 

にいた 人た ち を、 わたしたちの 所へ つれてく るので 

しょう。 それ は、 わたしたちの たましい のなかへ、 い 

きなりと、 ごく こまかい くせまで ももって あらわれて 



きます。 まったく、 わたしたちの たまし いのもつ 記憶 

はお そろし いようで すね。 それ は どんな 罪で も、 どん 

なわる いかんが えで も、 そのまま あらわして みせます 

こうなる と、 わたしたちの 心に うかんで、 くちびるに 

のぼった かぎりの、 どんなく だらない 言葉で も、 その 

のこらずの 明細が きがで きそうな ことです。) 

* * ドイツで 出版され た 月世界の うそ 話。 

括弧 内の 文 は 原本に なく、 アメリカ 版に よ 

る。 

そこで 夜番の たましい は、 月の 世界の 人た ちの 言棄 

をず いぶんよ くと きました。 その 人た ち はこの 地球の 



話 をして、 そこ はいった い 人間が 住める ところ かしら 

とうたぐ つてい ました。 なんでも 地球 は 空気が 重たす 

ぎて、 感じの こまかい 月の 人に はとても 住めまい とい 

いはり ました。 その 人た ち は、 月の 世界 だけに 人間が 

住んで いると おもって いるので す。 なぜなら、 古く か 

らの 世界人が 住んで いる、 ほんとうの 世界と いったら、 

月の ほかに はない というの です。 (この 人た ち はまた 

政治の 話 もして いました。) 

それ は それと して、 またもとの 東 通へ くだって いつ 

て、 そこに 夜番の たましいが おき 去りに して 来たから 

だは、 どうした かみてみ ましょう。 



- おもいました。 ふとみ ると 夜 

番 のおいて いったう わお いぐつ がそ こに ありました。 

これが 幸福のう わお いぐつ であろうと はしりませんで 

した。 こういう 雨降りの 日に は、 くっきょうな ものが 

あつたと おもって、 それ をく つの 上に はきました。 と 

ころで、 はたして さく はくぐ る ことができる もの かど 

うか、 今まで は、 ついそれ をた めして みた ことがない 

のです、 そこで さくの まえにた ちました、 

「どうか あたまが そとに でます ように ご と、 助手 はい 

いました。 するとた ちまち、 いったいず いぶんの さい 

づち あたまな のが、 わけなくす つぼり でました。 その 



くらい、 うわぐつ は 心え ていました。 ところで、 こん 

ど はから だ を ださなければ ならない のに、 そこでぐ つ 

とつ まつ てし まいました。 

「こり や 肥りす ぎている わい。 どうも あたまが 一 番始 

末が わるそう だとお もった の だが。 でる の はだめ かご 

と、 助手 はいいました。 

そこで、 いそいで あたま を ひっこめようと しました _ 

けれども、 うまくいきませんでした。 どうやら 動く の 

は 首 だけで、 しかし それき りでした。 はじめは ぷりぷ 

りして みました。 そのうちが つかりして、 零下 何度の 

ごきげん になって しまいました。 幸福のう わお いぐつ 



出し もの もよ し —— お 客は大 入。 

_ —— そこで まかり 出た 今夜の 催し、 

おばば の 目が ね をまず こうかけ て、 

さあ ながめます —— お 逃け なさるな —— 

ほんに、 皆 さま、 カル タの 札で 

未来の うらない、 あたれば なぐさみ —— 

ではよ ろしい か。 ご 返事な いのは 承知の しるし 

さて、 ご 好意のお 礼 ごころ に、 

目が ねで みた こと 申し あける。 

では、 皆 さまの、 じぶんのお 国の、 未来の ひみ 

つ、 



カル タの おもてに 読みと ります る。 

(目が ね を かける) 

ははん、 なるほど、 いや、 わらわせる。 

ちんみょう 

珍妙 ふしぎ、 お 目に かけたい。 

カル タの 殿方、 ずらり とならんで、 

お 行儀の いい、 ハ ー 卜の ご 婦人。 

そちらに 黒い は、 クラブ 〔# 「クラブ」 は 底本で は 

「タ ラブ 匕 にスぺ ー ド 

ひと 目に ずんずん、 ほら、 みえて くる 

スぺ— ドの 嬢ち やま、 ダイヤの ジャックに、 

どうやらない しょのう ち 明け 話で、 



みている こ つ ちが 酔うよ な ありさま。 

そちら はたい したお 金 持そう な —— 

よその 国から お 客が たえない。 

だが、 つまらない どうで もよ いこと。 

では、 政治 向。 おまちな さいよ —— 新聞種 だ I 

のちほど ゆっくり 読んだら わかる さ。 

ここで しゃべる と、 業務の 妨害、 

晚の ごはんの たのしみなくなる。 

そんなら お 芝居 —— 初演の 新作。 おこのみ 流行。 



いけない、 これ は —— 支配人と けんか だ。 

そこで じぶんの 身の上の こと、 

たれし もこれ が、 いちばん 気になる。 

それ はみ えます —— だが まあいえない、 

いずれ そのと きに や、 しぜんと 分かる。 

ここに はいる ひと、 たれが いちばんし あわせも 

G ゝ o 

力 

いちばんし あわせもの。 そり や あ、 まあ、 わか 

リ ま ^u/ 

さよう さ、 それ は いや、 まあ、 ごえん りよ 

申しましょう。 



こり や あ、 がっかり なさる 方が おおかろう。 

では、 どなたが いちばん 長生きな さる か、 

こちらの 殿方 か、 あちらの 奥 さま か、 

いや、 こんな こと 申さば、 なおさら ごめいわく- 

すると、 これ か —— いや、 だめ だ —— あれ か I 

I だめ だな、 

さあ、 あれ もと —— どうしてい いか、 さっぱり 

わからん。 

なにしろ、 どなた かの ごきげんに さわります。 

いっそ、 皆 さまのお 心の なか、 

それなら 目が ね も 見と おしだ。 



たかんが えつ づけました。 「なんでも たしかな 品ば か 

り 売る という 店が あるの だか、 そこに は あいにくもう 

店番が いる。 それが きず さ。 こちらの 店 も あちらの 店 

も 「だんな、 どうぞお はいりく ださい」 といいた そう 

だ。 そこで かわいらしい 「かんがえ」 の 精の ような も 

のにな つて、 あの人た ちの 胸の なか を のぞきま わって 

みて やりたい ご 

ほら、 うわお いぐつ に はもう これ だけで 通じました。 

たちまち 助手 はから だが ちぢ くれ 上が つ て、 一 ばん ま 

えがわの 見物の 心から 心へ 実に ふしぎな 旅行 を はじめ 

る ことにな りました。 まっさきに は、，' つてい つたの は、 



たなに ねたい もの だ ご 

するともう、 さっそくに 蒸 風呂の いちばん 上の たな 

にね ていました。 ところで、 着物 を 着た なり、 長ぐ つ 

てんじょう 

も、 うわお いぐつ も そのままで ねて いました。 天井 

から あつい しずくが、 ぼた、 ぼた、 顔に 落ちて 来 まし 

た。 

「うわ あ。」 と、 とんきょう 〔# 「とんきょう」 は 底本で 

かんすい よく 

は 「とんき よと 匕に さけんで、 こんど は！ 灌水 浴 をす るつ 

もりで 下へ おりました。 

湯番は 着物 を 着 こんだ 男が とびだし たの をみ てび つ 

くりして、 大きな さけび 声 をた てました。 



でも、 そういう なか 〔# 「なか」 は 底本で は 「な 声 匕 で 

助手 は、 湯番の 耳に、 

「な あに かけ をして いるの だよ ご と、 ささやく だけの 

余裕が ありました。 さて、 へやに かえって さっそくに 

した こと は、 首に ひとつ、 背中に ひとつ、 大きな スぺ 

まつ まう こう 

イン 発泡 膏を はる ことでした。 これでから だのな かの 

気ち がいじみ た 毒気 を 吸いと ろうと いう わけです。 

明くる 朝、 助手 は、 赤た だれた せなか を 〔# 「せなか 

を」 は 底本で は 「せな を か 匕 していました。 これが 幸福 

のう わお いぐつ からさず けて もらった 御利益の い つ さ 

いでした。 



きに かかえました。 これ を 内へ かえって 読んで、 コピ 

ィ (副本) をつ くらなければ ならない のです。 ところ 

で、 その 日 は 日曜の 朝で、 いいお 天気でした。 ひとつ、 

フレ デリ クスべ ルグ へ でも ぶらぶらで てみ るかな、 と 

かんがえて、 そちらに 足 をむ けました。 

かたじん 

さて、 この 青年ぐ らい、 おとなしい、 堅人 はめった 

にありません。 すこしば かりの 散歩 を、 この 人が する 

の は、 さんせいで すよ。 ながく 腰 を かけ 通して いた あ 

とで、 きっと からだに いいでしょう。 はじめの うち、 

この 人 もた だ ぼかんと して あるいて いました。 そこで、 

うわお いぐつ も 魔法 をつ かう 機会が ありませんでした。 



「なんとす ばらしい 匂 だ ご と、 書記 はいいました。 

「口 ー ネ おばさんの すみれの 花 をお もい 出させる。 そ 

う、 あれ はわた しのこ どもの じぶんだった。 はてね、 

ながいあいだ おもいだし もしずに いたの だが な。 いい 

おばさんだった な あ。 おばさん は 取引所の うしろに 住 

ん でいた。 いつも 木の 枝 か 青い わか 枝 を だいじ そうに 

水に さして、 どんな 冬の 寒い ときで も、 あたたか いへ 

やの なかに おいた。 ほつ こりと すみれが 花 を ひらいて 

いる わきで、 わたし は 凍った 窓ガラスに 火で あつく し 

た 銅貨 をお しっけて、 すきみの 穴 を こしらえ たもの だ _ 

あれ は おもしろい 見物だった。 そとの 掘 割に は 船が 氷 



やおや、 これ はなんだ。 しかも これ はわた しの 手 だぞ。 

ひけき _ 

わたし はいつ こんな 悲劇なん て 書いたろう。 軽 喜歌劇 

散歩道の 陰謀 一名 懺悔 祈禱 日。 はてね、 どこで こん 

な もの を もらったろう。 たれ かいた ずらに、 かくしに 

入れた かな。 おやおや、 ここに 手紙が ある ぞご 

いかにも それ は 劇場の 支配人から 来た ものでした。 

あなたのお 作 は 上場いた しかね ますと、 それ も いっこ 

う 礼 をつ くさない 書きぶ リで 書いて ありました。 

「ふん、 ふん ご こう 書記 はつぶ やきながら、 腰掛に 腰 

をお ろしました。 なに か 心が おどって、 生き かえった 

ようで、 気分が やさしく なりました。 つい すぐそばの 



花 を ひとつ 手に つみました。 それ はつ まらない、 ちい 

さな ひなぎくの 花でした。 植物学 者が、 なんべんも、 

なんべんも、 〔# 「ご は 底本で は 「。匕 お 講義 を 重ねて、 

やっと 説明す る こと を、 この 花 はほんの 一分 間に 話し 

て くれました。 それ はじ ぶんの 生いた ちの 昔話 もし ま 

した。 お 日 さまの 光が やわらかな 花びら を ひらかせ、 

いい 匂 を 立た せて くださる 話 もしました。 そのと き、 

書記 は、 「いのちの たたかい」 という こと を、 ふとお も 

いました。 これ もや はり わたしたちの 心 を 動かす もの 

でした。 

空気と 光 は 花と 仲よ しでした。 それでも 光が よけい 



を みても はっきり わかる し、 生き生き ともの をかん じ 

ている。 でも、 あしたにな つてお もいだ したら、 ずい 

ぶんば かげて いるに ちがいない。 せんに もよ くあった 

こと だ。 夢の なかで いろいろと 賢い- J とやり つばな こ 

と をい つたり、 きいたり する もの だ。 それ は 地の 下の 

こびと きん 

小人の 金の ような もの だ。 それ を 受けと つた ときには 

たくさんで きれいな 金に みえる が、 あかるい 所でみ る 

と、 石ころ か枯ッ 葉に なって しまう。 やれ、 やれ ご 

書記 は、 さもつ まらな そうにた め 息をついて、 枝 か 

ら 枝へ、 愉快そう に とびまわって、 ちいち いさえず つ 

ている 小鳥 を ながめました。 



こんな おもいきつ てば かげた 夢 をみ た こと はない ぞご 

こういって、 ひばりに なった 書記 は、 みどりの 枝の な 

か を とびまわ つ てうた いました。 

もう、 その 歌に 詩はありません。 詩人の 気質 はなく 

なって しまった のです。 このう わお いぐつ は、 なんで 

ももの ごと をつ きつめ てす る ひとの ように、 〔# 「」 は 

底本で は 「。匕 一 I 時に ひとつの ことし かで きません。 

詩人に なりたい というと、 詩人に なりました。 こんど 

は 小鳥に なりたい というと、 小鳥に なりました。 とた 

んに 詩人の 心 は 消えました。 

「こいつ は 実に おもしろい ぞご と、 書記 はとびながら、 



なおかん がえ つづけました。 「わたし は 昼間、 役所に 

つとめて、 石の ように 堅い 椅子に 腰 を かけて、 おもし 

ろくない といって、 およそ この 上ない 法律 書類の なか 

に 首 をつ ッ こんでいる。 夜になる と 夢 をみ て、 ひばり 

になって、 フレ デリ クス ベルグ 公園の 木の なかをとび 

まわる。 こり や あ、 りっぱに 大衆 喜劇の 種になる ご 

そこで、 書記の ひばり は 草の なか 〔# 「なか」 は 底本 

では 「なが 匕 に 舞いお リて、 ほうぼうに 首 をむ けて、 草 

の 茎 をく ちばしで つっきました。 それ はい まの じぶん 

の 大きさに くらべて は、 北 アフリカの しゅろ の 枝 ほど 

も ありそうでした。 



ました。 「わたし は 男の きょうだ いや 女の きょうだい 

たちと、 きれいな 花の 咲いた 上 や、 鏡の ように あかる 

い みどりの 上 を とんで いたの だ。 みずうみの 底に は、 

やはり 草 や 木が、 ゆらゆら ゆられて いた。 それからず 

いぶん、 ながいお 話 をた くさん して くれる きれいな お 

うむさん にもあった ご 

「あり や 野 そだちの 鳥よ ご と、 おうむが こたえました- 

「あれら はなに も 教育がない の だ。 まあ 人になる こと 

です よ。 おまえ、 なぜ わらわない。 奥さん やお 客さん 

たちが わらったら、 おまえ も わらう。 娯楽に 趣味 を も 

たな いのは 欠点です。 まあ 人になる ことです よご 



さけびました。 書記 は、 もう 死ぬ ほどお どろいて、 窓 

から 屋根へ 往来へ と にげました。 とうとう くたびれて、 

すこし 休まなければ なら なくなりました。 

すると、 むこうがわの 家が、 住み心地の よさそう な 

ようす をして いました。 窓が ひとつ あけて あつたので、 

〔# 「ご は 底本で は 「。匕 そこから つうい ととび 込む と、 

そこ はじ ぶんのへ やの 書斎でした。 ひばり は そこの つ 

くえの 上に とびお リ ました。 

「まあ、 人になる ことです よご と、 ひばり はついおう 

むの 口 まね をして いいました。 そのと たんに、 書記に 

もどりました。 ただつ くえの 上に のっかって いました。 



いました。 トラ ジメ— ネ のみず うみ は、 夕ば えの なか 

で、 暗い あい 色の 山に かこまれながら、 金色の ほのお 

のように かがやいて いました。 ここ は 昔、 ハンニバル 

が フラミ ウス を やぶ つ たと ころで、 そこにぶ どうの つ 

るが、 みどりの 指 を やさしく からみあって いました。 

かわいらしい 半裸体 のこ どもらが、 道ば たの 香り 高 い 

月桂樹の 林の なかで、 まつ 黒な ぶたの 群 を 飼って いま 

した。 もし この 景色 を そのまま 画に かいてみ せる こと 

がで きたら、 たれ だ つ て 「ああ、 すばらしい イタリア ご 

とさけば ずに はいられないでしょう。 けれども さし あ 

たり 神学 生 も、 おなじ ゥ エッツ ラ (四 輪 馬車) にの り 



く みじめが ぼろに くるまって 出て 来た 有様でした。 * 

「ヱ チェ レンツ ァ. ミゼ ラビ リ」 と、 こじき はため 息 ま 

じりに かたわな 手 を さしだしました。 なにしろ この 宿 

屋の おかみさん からして、 はだしで くし を 入れない ぼ 

やぼ やの あたまに、 よごれく さった ブル— ズ 一 枚で お 

客 を 迎えました。 戸 は ひもで くくりつけて ありました _ 

へ やの ゆか は 煉瓦が 半分く ずれた 上 を 掘 りかえ したよ 

てんじょう 

うなて いさいでした。 こうもりが 天井の 下 をと び ま 

わって、 へやの なかから、 むっとく さいにお いがしま 

した —— 。 

* 旦那 さま、 かわいそうな もので ございま 



「そうだ、 いっそ 食卓 はう まやの なかに もちだす がい 

いご と、 旅人の ひとりが いいました。 「まだし も あそ 

こなら 息が できそう だ。」 

窓 は あけはなされました。 そうすれば すこし はすず 

しい 風が はいって くる かとお もった のです。 ところが 

風よりも もっとす 早く、 かつたい ぼうの 手が でて 来て、 

相 変らず 「ミゼ ラビ リ. ェ チェ レンツ ァ」 と 鼻 をなら 

らくがき 

し つづけました。 壁のう えに はたく さん 楽 書が して あ 

りました が、 その 半分 は * 「ベル ラ- イタリア」 に は 

ん たいな ことばば かりでした。 



する ことか。 暑さに 息が ふさがる ようでした。 蚊が ぶ 

ん、 ぶん、 とんで 来て 刺しました。 おもての 「ミ ゼラ 

ビリ」 は 夢の なかで も 泣きつ づけて いました。 

「そり や 旅行 も けっこうな もの さ ご と、 神学 生 はいい 

ました。 「人間に 肉体と いう ものがなければ な。 から 

だは 休まして おいて、 心 だけ とびあるく ことができた 

ら いいさ。 どこへ いつ て も ぼく は 心 をお される よう 不 

満に であう。 ぼく 〔# 「ぼく」 は 底本で は 「くぼ 匕 の のぞ 

ん でいた の は、 現在の 境遇より 少し はいい ものな の だ。 

そうだ、 もう 少しい いもの、 いちばんい いもの だ。 だ 

が、 それ は どこに ある。 それ はなんだ。 心の そこに は 



した。 ここに そのこと ばが 新しく 証明され たわけです。 

すべて、 しかばね は 不死 不滅の スフィンクスです。 

いま 目の まえの 黒い 棺 のなかに ある スフィンクス も、 

死ぬ つ い 三日 まえ 書いた、 次の ことばで そのこた え を 

あたえて いるので す。 

いかめしい 死よ、 おまえの 沈黙 は 恐怖 を さそう。 

おまえの 地上に のこす 痕跡 は 寺の 墓場 だけな の 

ゝ o 

力 

たましい は ホヤ コブの はしご を 見る こと はない 

G ゝ o 

力 



墓場の 草と なる ほかに 復活の 道 はない のか。 

この 上な く 深い かなしみ を も 世間 はしばし ばみ 

すごして いる。 

おまえ は 孤独の まま 最後の 道 をた ど つてい く。 

しかも この 世に あって 心の 荷う 義務 はい やが 上 

に 重い、 

それ は 棺の壁 をお す 土よりも 重い の だ。 

* ヤコ ブが みたと いう 地上と 天国 をつな 

ぐ はしご (創世記 二八 ノ 一二) 

ふた つ の 姿が へ やの なかで ちらちら 動いて いました 

わたしたち はふたり とも 知っています。 それ は 心配の 
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1955 (昭和^) 年 7 月^日 初版 発行 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

※底本 中、 * で 示された 語句の 訳 註 は、 当該 語句の あ 

るぺ ー ジの 下部に 挿入され ています が、 この ファイル 

では 当該 語句の ある 段落の あとに、 5 字 下げで 挿入し 

ました。 

※疑問 箇所の 確認に あたって は、 「アン デル セン 童話 

集 2 一 本 足の 兵隊」 富山房 百科 文庫、 富山房、 19 



38 (昭和^) 年匸 月^日 発行 を 参照し ました。 

入力 ： 大久保 ゆう 

校正 ： 秋 鹿 

2 006 年 ー 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



